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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第７期

第１四半期連結
累計期間

第８期
第１四半期連結

累計期間
第７期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 892,322 1,091,148 4,260,363

経常損失(△) (千円) △82,708 △13,389 △175,503

四半期（当期）純損失
（△）

(千円) △60,817 △14,455 △154,806

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) △73,211 △17,321 △156,321

純資産額 (千円) 828,438 727,873 745,194

総資産額 (千円) 5,889,176 5,565,109 5,543,062

１株当たり四半期（当期）
純損失金額（△）

(円) △5.04 △1.20 △12.84

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 13.6 12.6 12.9
 

 

（注）１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第７期第１四半期連結累計期間、第８期第１四半期連結累計期間及び第７期における潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載していません。

 

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について、重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により個人消

費などが落ち込んだものの政府の経済対策や金融政策により、企業収益や雇用情勢が改善に向かい、設備投資が

回復傾向にあるなど景気は緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、円安の進行による原材料価格の上

昇や中国その他新興国経済の減速懸念、欧州経済の弱さなどが景気を下押しするリスクとなっており、依然とし

て先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く環境につきましては、主力製品のステンレス製管継手の材料であるステンレス鋼材の

価格が、ニッケルをはじめとした原材料の値上がりに伴い、上昇傾向にあります。一方、ステンレス製管継手業

界におきましては、製紙・造船・インフラ整備関連の設備投資案件の受注が今後期待され、国内の民間設備投資

に回復の兆しは見えるものの、足元の需要は弱く企業間競争の厳しい状況が続いております。

このような状況下で、当社グループは今年４月からスタートしております中期経営計画「ＣＨＡＮＧＥ＆ＣＨ

ＡＬＥＮＧＥ」に基づき、利益率の高い溶接継手の拡販、値上げの推進、社内生産能力の強化などの施策を展開

し、売上増強、収益率改善に取り組んでまいりました。しかし、需要低迷による厳しい価格競争が続く中、当社

グループの業績は持ち直しつつあるものの低調な結果となりました。

当第１四半期連結累計期間の連結売上高は１,０９１百万円（前年同四半期比２２．３％増）となりました。

売上総利益につきましては、前年同四半期に比べて売上高が増加したことと、売上総利益率が前年同四半期に比

べて２．６ポイント増加し、１６．９％となったことによりまして、前年同四半期比５６百万円増加し、１８４

百万円となりました。この結果、営業損失は１百万円（前年同四半期は営業損失６５百万円）、経常損失は１３

百万円（前年同四半期は経常損失８２百万円）となりました。四半期純損益につきましては、四半期純損失１４

百万円（前年同四半期は四半期純損失６０百万円）となりました。

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ２２百万円増加し、５，５６５百

万円となりました。これは主に、現金及び預金が３６百万円減少しましたが、受取手形及び売掛金が３９百万

円、たな卸資産が３３百万円それぞれ増加したことによるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ３９百万円増加し、４，８３７百万円となりました。これは主に、社債

が２６百万円、長期借入金が３３百万円それぞれ減少しましたが、短期借入金が９４百万円増加したことによる

ものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１７百万円減少し、７２７百万円となりました。これは主に、当第１

四半期連結累計期間において四半期純損失を１４百万円計上したことにより減少したものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,090,000 同左
名古屋証券取引所  

市場第二部
単元株式数　　1,000株

計 12,090,000 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平 成 26 年 ４ 月 １
日～　　　　　　　　　　　　
平成26年６月30日

― 12,090 ― 500 ― 125

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式) 　
普通株式 　 21,000

― ―

(相互保有株式) 　
普通株式 　 13,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,964,000 11,964 ―

単元未満株式 普通株式 　　92,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数          12,090,000 ― ―

総株主の議決権 ― 11,964 ―
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、1,000株含まれております。ま

た「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)　　　　
㈱ＭＩＥコーポレーショ
ン

桑名市大字星川1001番地 21,000 ― 21,000 0.17

 (相互保有株
式)　　　　　　 ㈱ＭＩＥ
テクノ

 桑名市大字星川1001番地 13,000 ― 13,000 0.11

計 ― 34,000 ― 34,000 0.28
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、かがやき監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 514,159 477,590

  受取手形及び売掛金 ※２  1,076,872 ※２  1,116,210

  たな卸資産 846,047 880,046

  その他 35,840 29,217

  貸倒引当金 △2,673 △2,530

  流動資産合計 2,470,245 2,500,534

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 345,492 338,598

   機械装置及び運搬具（純額） 93,644 89,972

   土地 2,435,609 2,435,609

   その他（純額） 44,903 43,728

   有形固定資産合計 2,919,649 2,907,908

  無形固定資産 9,420 8,992

  投資その他の資産 ※１  143,506 ※１  147,462

  固定資産合計 3,072,575 3,064,363

 繰延資産 241 211

 資産合計 5,543,062 5,565,109

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 645,855 672,202

  短期借入金 ※３  2,660,900 ※３  2,755,400

  1年内返済予定の長期借入金 144,793 125,431

  未払法人税等 3,118 1,901

  賞与引当金 12,536 3,841

  その他 137,792 142,925

  流動負債合計 3,604,995 3,701,701

 固定負債   

  社債 214,000 188,000

  長期借入金 163,808 130,668

  再評価に係る繰延税金負債 658,351 658,351

  退職給付に係る負債 72,218 74,221

  その他 84,495 84,294

  固定負債合計 1,192,873 1,135,534

 負債合計 4,797,868 4,837,236
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 500,000 500,000

  資本剰余金 226,400 226,400

  利益剰余金 △976,562 △991,017

  自己株式 △3,810 △3,810

  株主資本合計 △253,973 △268,428

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,619 6,084

  土地再評価差額金 943,598 943,598

  為替換算調整勘定 23,549 20,691

  その他の包括利益累計額合計 970,767 970,374

 少数株主持分 28,400 25,926

 純資産合計 745,194 727,873

負債純資産合計 5,543,062 5,565,109
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 892,322 1,091,148

売上原価 765,027 907,050

売上総利益 127,294 184,098

販売費及び一般管理費 192,949 185,577

営業損失（△） △65,655 △1,478

営業外収益   

 受取利息 30 23

 受取配当金 730 2,339

 設備賃貸料 1,398 1,453

 その他 523 518

 営業外収益合計 2,684 4,334

営業外費用   

 支払利息 11,772 10,720

 手形売却損 2,760 3,024

 為替差損 1,753 124

 その他 3,452 2,376

 営業外費用合計 19,737 16,245

経常損失（△） △82,708 △13,389

特別利益   

 固定資産売却益 - 6

 土地売却益 8,907 -

 投資有価証券売却益 569 -

 特別利益合計 9,476 6

特別損失   

 固定資産除却損 47 -

 特別損失合計 47 -

税金等調整前四半期純損失（△） △73,279 △13,382

法人税、住民税及び事業税 715 2,320

法人税等調整額 △8,942 -

法人税等合計 △8,226 2,320

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △65,052 △15,703

少数株主損失（△） △4,235 △1,248

四半期純損失（△） △60,817 △14,455
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △65,052 △15,703

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 681 2,464

 土地再評価差額金 △16,746 -

 為替換算調整勘定 7,905 △4,082

 その他の包括利益合計 △8,158 △1,617

四半期包括利益 △73,211 △17,321

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △71,348 △14,847

 少数株主に係る四半期包括利益 △1,863 △2,473
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

投資その他の資産 7,900千円 7,900千円
 

 

※２　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

受取手形割引高 785,294千円 779,501千円

受取手形裏書譲渡高 76,590 68,057 
 

 

※３　当社グループは、運転資金等の効率的かつ機動的な調達を行うため、取引銀行12行と当座貸越契約を締結してお

ります。これら契約に基づく当第１四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

当座貸越極度額の総額 2,450,000千円 2,450,000千円

借入実行残高 2,211,000 2,287,000

借入未実行残高 239,000 163,000
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半

期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれん

を除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 14,645千円 14,542千円
 

 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＥコーポレーション(E01466)

四半期報告書

11/14



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

当社連結グループは、継手事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

当社連結グループは、継手事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△)　　　△５円４銭 １株当たり四半期純損失金額(△)　　△１円20銭
 

（注）１　前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

     ２　１株当たり四半期純損失(△)の算定上の基礎

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日)

四半期純損失(△) 千円 △60,817 △14,455

普通株主に帰属しない金額 千円 ― ―

普通株式に係る
四半期純損失(△)

千円 △60,817 △14,455

普通株式の期中平均株式数 千株 12,057 12,055
 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月12日

株式会社ＭＩＥコーポレーション

取締役会  御中

 

かがやき監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   稲　垣　　靖　　  印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   上　田　勝　久    印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＩＥ

コーポレーションの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年

４月１日から平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。 

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＩＥコーポレーション及び連結子会社の平成26年６月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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